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【研究の背景・目的】 

近年、温度や湿度といったセンサを持つ小型計
算機（センサノード）がネットワークを形成して
センサデータを処理するセンサネットワークに対
する注目が高まっている。これまでのセンサネッ
トワークに関する研究は、その大半が環境内に設
置された動かないセンサノードが取得したデータ
をいかに効率よく収集するかに注力するものであ
った。 
本研究では、従来の研究で想定するノードに加

え、図 1 に示すような動くセンサノードであるモ
バイルセンサノードを利用し、環境に対して柔軟
かつ効率的にデータ処理を行う機構を提案する。  

 
【研究の方法】 

本研究の計画を図 2 に示す。本研究は、まず(1)
モバイルセンサネットワークのための柔軟かつ効
率的なデータ配置技術、(2)モバイルセンサネット
ワークのための柔軟かつ効率的なデータ配信技術、
および (3)モバイルセンサネットワークのための
柔軟かつ効率的なデータ通信技術の三つのサブテ
ーマに分けて研究を推進する。 
サブテーマ(1)については、データの効率的な取

得・収集を実現するため、データのアクセスされ
やすさ（人気）やセンサノードの通信状況等を考
慮して、データの複製を複数のノードに配置する
技術を提案する。サブテーマ(2)については、デー
タの発見・取得を高速に行うため、取得したデー
タを効率よく配信する技術を提案する。サブテー
マ(3)については、上記二つのサブテーマで行う通
信を効率よく行うための通信技術を提案する。 
また、各サブテーマで提案した技術を統合し、

モバイルセンサネットワークにおける効率的なデ
ータ処理機構を提案する。 

さらに、実ノードを用いた大規模実証実験を行
い、提案したデータ処理機構の有効性を確認する。 

 

【期待される成果と意義】 
本研究では、従来の研究で想定された動かない

センサノードだけでなく、環境内を動くモバイル
センサノードを積極的に利用し、柔軟かつ効率的
にデータを処理する点において、当該分野におけ
る学術的な特色・独創性があり、国内のみならず
国際的に高い評価を得る可能性がある。先駆的な
研究になることが予想され、我が国がモバイルセ
ンサネットワークに関する研究を先導できるとい 

図 1：モバイルセンサノードの例 

図 2：本研究の研究計画 

う意義がある。 
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